











Effect of postprandial hyperglycaemia on coronary flow reserve in
patients with impaired glucose tolerance and type 2 diabetes
mellitus(耐糖能異常および 2型糖尿病患者における冠血流予備能に
紺す る食後高血糖の影響)             /定ふ
























行枝 (LAD)に有意狭窄を持たない 28人を対象にし、LADにおける微小循環障害の指標 と
なる冠血流予備能 (CFR)を測定 し、食後高血糖や冠動脈 リスク要因、不安定プラーク、
心筋拡張障害に関しての詳細に検討 している。
食後高血糖の指標 として血漿 1,5-アンヒドログルシ トー ル (1,5-AG)、不安定プラー
クの指標 として膜型 1マトリックスメタロプロテイナーゼ (MTl―MMP)、心筋拡張障害
としての指標 としてE/e'、高血圧、高脂血症、喫煙、Body Mass lndex(BMI)などの
冠動脈 リスク要との関連に付き検討を行つた。結果は、強い正相関が 1,卜AGとCFRの
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上記の者に対し, により,学位論文を中心とした関連分野について試問
筆 答
を行つた結果 と判定した。
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